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＜連絡事項＞
・特記なし。

＜入室状況＞
【入院】
・福村　秀吉様～東病棟Aユニット8号室
・長谷川 実千代様～東病棟Dユニット19号室

【転出】
・佐々木　司様～東病棟Bユニット2号室→北号室307号室

【ユニット移動】
・泉川　ケイ子様～東病棟Aユニット15号室→東病棟Bユニット1号室
・立花　圭様～東病棟Aユニット13号室→東病棟Bユニット2号室

＜患者様連絡事項＞
・大平　香奈様～胃痛時のレバミピド処方あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中他室侵入繰り返し落ち着かない様子あり。早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。										
・袴田　将司様～20時～6時の時間隔離継続中。対面時妄想言動聞かれているが不穏興奮なし。粗暴行為等なく日課をこなしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。						
							
・藤井　崇史様～終日隔離中。10:50本人希望にて不穏時レボトミン錠5mg6T＋トリヘキシフェニジル2㎎ 1T、疼痛時ロキソプロフェンＮａ 錠60㎎ 1T内服。対面時は話し掛け多く自分で切り上げることができないでいる。時折自室で大声を発している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時気分高揚感目立たず。危険行動なく臥床して休まれている。拘束部位トラブルなく経過。なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～身体拘束中。ベッド上危険行為や希死的発言はなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察＞
・三浦　華菜様～ミルタザピン追加。エスシタロプラム15→10mg　ビプレッソ50→150mg
点滴継続。
入院期間中はスマホ使用しない、ことを主治医から本人へ説明し、その場では本人は了承している。

・寺井 恵利子様～痰酸リチウム再開。

・寺地 啓喜様～ロラゼパム減量。

・坂本　愛子様～バルプロ酸、アリピプラゾール増量。

他処方追加、指示変更等なし。
※来週11/13の馬渡Dr診察なし。

＜田名部Dr診察＞
・電子カルテ記載参照してください。

＜入院患者様情報①＞
氏　　名：福村　秀吉（ふくむらひでよし）様
　生年月日：昭和11年10月2日（26）
　病　　名：急性一過性精神病
　合併症　：
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr.
[bookmark: _GoBack]　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット　8号室

　＜経過＞
　18歳頃より、先輩の勧めで大麻を使用し、その後も落ち込んだ時などに　度々使用していた。居酒屋店長としての業務中も大麻やマリファナを使用して、仕事にならないことがあった。R６．２月頃から職場の上司の担当が大変わった事や高卒認定の資格に落ちたこと等でストレスを抱え不眠がちとなった。今年に入ってから、記憶がある時とない時が増えるようになった。毎日のようにタクシーで国会議事堂に出掛け、岸田総理大臣に会いに行ったり、職場のスタッフに対するストーカー行為を行い、警察介入となり、職場を強制退職させられた経緯がある。R6.3.16に全裸で奇声をあげているところを110番通報されている。警察が介入した際には「人は生まれた時はみな裸で兄弟だったんだ」等と滅裂言動が聞かれ、空笑や独語も活発であったことから23条通報がなされたが、2次診察を久喜すずのき病院で実施し措置不要の判断、そのまま同院へ医療保護入院となり現在も入院中。同院では急性一過性精神病の診断で薬物療法を開始し、入院当初はまとまりのない言動が聞かれていた。6月8日に同院を退院し五戸町内の実家で母と同居中。治療継続希望にて当院R6年6月11日初診。薬物療法継続し、居酒屋のアルバイトも開始していた。R7年7月29日三沢
　市内にて全裸の状態でコンビニに入店し通報・逮捕されている。（マリファナ使用）10月8日釈放されている。落ち着かない状態にあり臨時受診対応も行っていたが。再度10月15日逮捕されている。留置中の精神不安定さがあり、大声や奇声を挙げ、幻視用の発言も聞かれている。10月31日24条通報がなされ、一時診察で”要措置”2次診察にて”措置不要”となる。昨日付で釈放となり、母より専門治療の希望聞かれ、入院調整となる。本日当院受診し、東病棟Ａユニット8号室へ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報②＞
氏　　名：長谷川　実千代様（はせがわ　みちよ）
　生年月日：S38年8月12日（62歳）
　病　　名：アルコール使用障害
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　初飲は20歳頃、25歳頃にはアルバイト先で（お酒を出す店）毎日のように飲酒するなど飲酒量は増加。１日に日本酒1升やワイン1本飲んでいた。以降は、仕事を終えてからキッチンで飲みながら家事や育児をしていた。休日は、時々朝から飲むことがあった。夫と離婚し、挙児2名だがどちらも県外に居住し現在は一人暮らし。Ｒ7年夏ごろに定年退職してからする事がなくなり、さらに飲酒量が増加している。食事も作らずコンビニで弁当など食べ物を購入するが、それもなかなか食べずにいるなど徐々に食欲も低下している。R7年10月14日健康診断に備えて断酒したところ振戦生じ、翌日萌の遠近感が合わず転倒を繰り返し八戸市立市民病院救命救急センターへ搬送され
る。CT上、急性硬膜下血腫、みぎ側頭葉の外傷性SAHが認められる。保存療法として同科にて入院加療を行っていたが、経過もよくアルコールの治療も望んだことから当院での入院調整をしている。
上記理由により11：02分東病棟Dユニット19号室へ任意入院となる。
